
萬燈籠の様子がご覧頂けます一‐ 藤浪之屋
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會
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會
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一
月
　
一
日

歳
旦
祭
　
新
年
を
寿
ぐ
一
年
最
初
の
お

祭
。

三
日

神
楽
始
式
　
本
社
ヤ
閂
前
で
ノ、
乙
女
が

神
楽
の
舞
い
初
め
を
行
う
。

―
―
　
　
　
　
七
日

御
祈
祷
始
式
　
ヤ
臣
祓
を
奉
唱
し
、国
家

安
泰
ンし皇
室
国
民
の
攘
災
繁
栄
を
祈
る
。

昔
■
　
　
戌
人
の
日

舞
楽
始
式

‥
本
殿
前
の
林
檎
の
庭
で
年

の
初
め
の
舞
楽
が
奉
奏
さ
れ
る
。

‐
‐
　
二
月
　
一一一日

節
分
万
燈
籠
…
境
内
三
十
基
の
燈
籠
に

ニ
ー
　
　
　
　
　
　
　
浄
火
を
献
じ
、
厄
除
を
始
め
、
新
春
の
諸

ィ
４
　
　
　
　
　
　
　
願
戌
就
が
祈
願
さ
れ
る
。

‐‐　
　
　
十
七
日

祈
年
祭
　
そ
の
年
の
豊
か
な
実
り
を
祈

る
大
祭
。

占
τ

　
二
月
十
三
日

春
国
祭
　
平
安
の
昔
よ
り
国
家
安
泰
を

感
謝
し
皇
室
と
国
民
の
繁
栄
を
願
っ
て

勅
使
参
向
の
も
と
行
わ
れ
る
当
社
の
例

年
　
十看
は評
課
豪
饒
躙
だ象
港

―
―

　
　
　
　
　
　
続
い
て
甲
工
に
よ
る
耕
作
の
所
作
、
ハ
乙

女
の
口
植
舞
が
行
わ
れ
る
。

四
月
　
一一一日

上
巳
の
節
供
　
桃
の
節
供
。
国
家
の
安

泰
と
女
子
の
健
や
か
な
成
長
が
祈
念
さ

れ
る
。

五
日

水
谷
神
社
鎮
花
祭
‥
疫
病
を
鎮
め
る
お
祭

で
、
桜
花
を
献
じ
、
神
楽
、
狂
言
が
奉
納
さ

れ
る
。

二
月
　
五
日

書
『蒲
察
…
端
午
の
節
供
で
あ
り
、
国
の
安

泰
と
子
供
た
ち
の
無
事
成
長
が
祈
念
さ

れ
、
飛
火
野
で
は
少
年
剣
道
大
会
が
行
わ

れ
る
。

十
日

献
茶
祭
　
三
十
家
の
家
元
が
輪
番
で
献
茶

の
奉
仕
を
し
、
境
内
に
茶
席
が
設
け
ら
れ
る
。

十

一
日

薪
御
能

（呪
師
走
り
の
儀
Ｙ
‥
於
本
社

十
二
日

薪
御
能

（御
社
上
り
の
儀
）

於
若
官

六
月
二
十
日

夏
越
の
大
祓
式
　
半
年
間
の
罪
械
を
祓
う

儀
式
。
無
病
息
災
の
茅
の
輪
が
か
か
る
。

ノ＼
月
十
四
・十
五
日

中
元
万
燈
籠
　
ヤ
元
の
夜
、
全
て
の

燈
籠
に
浄
火
を
献
じ
、
所
願
戌
就
を
始
め
、

祖
先
の
冥
福
向
上
が
祈
願
さ
れ
る
。

中
秋
の
名
月

采
女
祭
…
猿
沢
池
畔
采
女
神
社
の
例
祭

で
、Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
よ
り
采
女
行
列
が
お
渡

り
を
行
い
、
祭
共
後
に
花
扇
が
猿
沢
池
に

浮
か
が
ら
れ
る
。

十
月
　
九
日

重
陽
節
供
祭
…
菊
の
節
供
。
神
銀
に
も
菊

花
が
添
え
ら
れ
、
献
花
、
献
香
の
儀
が
あ
る
。

撰
日

神
鹿
角
伐
祭
‥
春
日
野
の
鹿
苑
で
行
わ

れ
る
鹿
の
角
伐
り
に
先
立
つ
祭
典
。

撰
日

夫
婦
大
国
社
講
社
大
祭
…
神
事
芸
能
の

奉
納
や
ふ
る
ま
い
が
あ
り
賑
わ
う
。

十
一月

一一一日

明
治
察
　
明
治
の
聖
業
を
称
え
る
お
祭
。

二
十
三
日

新
嘗
察
　
そ
の
年
の
新
穀
や
農
作
物
が
全

国
よ
り
奉
献
さ
れ
る
収
穫
感
謝
大
祭
。

十
二
月
十
七
日

春
臼
若
宮
お
ん
祭
…
五
穀
豊
穣
、
万

民
安
楽
を
祈
っ
て
平
安
時
代
よ
り
逹
綿

と
続
け
ら
れ
る
大
和
一国
の
大
祭
。
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
。

三
十

一
日

年
越
の
大
祓
式
…
人
形

（ひ
と
が
た
）
を

焚
き
上
げ
て
罪
械
を
祓
い
清
め
る
。

同
日

除
夜
祭
　
年
間
の
お
祭
や
行
事
の
無
事

終
了
を
感
謝
申
し
あ
げ
る
お
祭
。

毎

日
朝

夕

日
並
御
供
‥
世
界
の
平
和
や
国
家
国
民

そ
し
て
参
詣
者
の
幸
せ
を
朝
夕
祈
願
す

フ
つ

。

毎
月

一
・
十

一
・
二
十

一
日

旬
祭
　
毎
月
ニ
ロ
行
わ
れ
る
お
祭
。

一
宝
物
殿

国
宝
童
文
五
百
二
十
点
を
含
む
三
十
点
に
上
る
収
蔵

品
は
、
一
つ
一
つ
が
神
様
へ
の
ぃに
つ

もヽ
っ
た
奉
納
品
で
、
平
安

時
代
の
調
度
品
や
楽
器
な
ど
蒔
絵
や
塚
釦
で
装
飾
さ
れ
た

優
美
な
国
宝
が
多
く
、
平
安
の
正
倉
院
と
称
え
ら
れ
る
と
と

も
に
、
鎧
や
刀
剣
も
各
時
代
を
代
表
す
る
国
宝

・
重
文
が

多
数
伝
来
す
る
一
）と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

収
蔵
品
の
中
か
ら
年
四
口
、
春
日
の
文
化
を
紹
介
す
る
に

相
應
し
い
テ
ー
マ
を
定
め
、
約
二
十
点
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

KasugaTalsha Shin―en

Botanical Garden

The botanica1 9arden is dlvided lnto

three areasiヽ 4anyo 9arden′ cameHia

garden,and、 ″lsterla garden 80 percent

oflvlanyo plants have been preserved

s nce ts openning in 1933′ as the oldest

nationallNranyo botanical garden ln the

wisterla garden′ 20 kinds,with about

200ヽ″isteria trees′ bloom in the end of

Aprilthrough the beglnnlng ofハ Иay ike

a huge lo、″er wave

丁reasure Ha‖
There are 3,000 co‖ ectiOns of old shrine treasures that

are dedicated by the peopleヽ 4any ofthe pleces have

been kept since the Heian period― ―――ittings,and

musicalinstruments that are decorated with

lacquered vvorks and mother of― pear works,and

armors――――haVe been preserved in the treasure hall

of Kasuga Taisha /、 mong a‖ the treasures′ there are

520 registered cu tural propert es including national

treasures Becausc ofthe exce‖ ent quaity and rich

quantity ofthe old treasures from the Heian period,

this treasure ha‖ isぅomet mesca‖ ed″ Shoso in oFthe

Heian per odl(ShDSO in ls a repos tory ofTodalJI

temple where a la ge variety oftreasures from the

Nara perlod)Aboし t50 co‖ ections are selected and

exhibited fourtimes a year following the su■ able

theme to introduce Kasuga culture

-

Nina:Tea Room
Ninaltea room slocated bes de

the gate ofthe botanlca1 9arden

ltN7vas lntrodtlced in the middle of

the 18th century They serve

ハヽanyo porrdge(a pOrndge thatis

made of seasonalingredients

″ヽhlch change in alternate

rronths),and COffee They a so

odersouven rs

春
日
大
社

神
苑

萬
葉
植
物
園

植
物
園
内
は
、
萬
葉
園

・
椿
園

・
藤
園
に

大
き
く
分
類
さ
れ
、
特
に
萬
葉
園
は
昭
和
セ

年
に
国
内
最
苦
の
萬
葉
植
物
園
と
し
て
開
園

さ
れ
て
以
来
、
歴
史
あ
る
希
少
な
萬
葉
植
物
の

八
割
以
上
が
、
大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

藤
園
で
は
、
春
日
大
社
の
社
紋
と
さ
れ
て
い

る
藤
の
花
が
二
十
品
種

・
約
二
百
本
、
毎
年
四

月
末
か
ら
二
月
初
旬
に
藤
浪
の
ご
と
く
蒙
幸
に

咲
き
そ
ろ
い
ま
す
。

〒630-8212奈 良県奈 良市春 日野町 160
TEL 0742-22-7788 FAX 0742-27-2114
http:〃 www kasugataisha orip

幌壼

鑽
荷
茶
屋

植
物
園
正
門
脇
に
あ
り
、
江
戸

中
期
の
名
所
案
内
に
も
そ
の
名
称

が
み
ら
れ
ま
す
。
月
替
わ
り
の
万

葉
粥
、
珈
琲
等
の
飲
食
、
参
拝
の

記
念
品
等
を
ご
用
意
致
し
て
お
り

ま
す
。

春日入社 社務所



大
宦

御́
本
盛

御
祭
紳

御

由

緒

た

け

み

か

づ

ち

の
み
こ
と

笙

殿
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槌
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塞
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経
津

主
命

あ
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の
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の
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第
四
殿

じヒひ

売め

神″

Meoto Dalkokusha
This is the only shr ne that enshr nes lmarr ed

couple de tles Fronn ancient times′ thls shi ne

has been respectfu‖ yぃ′orshlpped for ts divine

9raCe in match― making and happy marrage

A so′ people donate sacred rice paddles because

the female deity ofthis shr ne holds a rlce paddle

The Origin of Kasuga Taisha

KaSu9a Tbisha wastounded n 768 when Nara was

no n nated as the ancient capital c ty of」 apan Aヽ/lth

great respect′ the de ty ofTakemikazuch no― n koto

had landed to the top ofthe sacredヽ ハlkasayama H I

ヽ́′hlch is ca‖ ed″ Uk19u「no― no― n ne″ rneaning cloudy

peaks On the 9th of NovembeLin 768′ the ma9nin―

cent shr ne structuresヽ ″ere bu‖ t onthe h side At

thls tlme Tennpyo Cu ture lourshed The de ty of

Futsunush卜 no― m koto from Katon」 n9u shttne and

the deity of Amenokoyane― no r ikoto and h s

consort Himegannifrom H raoka Shr neヽⅣere a so

enshr ned together

Un fyln9 the COuntry ln a lAle‖ ―ordered manner′

Taken3 kazuch no― nikoto has 9reat y contributed

to mahng peace amon9 aldet es Annenokoyane―

no― nn koto is the de ty ofrtual cerernony and

pO t cs H s cOnsort Himegamlisthe dety oflove

and peace Each de ty is enshrinedヽ ″th 9reat

respectln the Kasu9a Style shrine bu dinl‐ s、′′thln

|

Wakamiya Jinja
Kasuga Wakarn y1 0n― matsur Fest va

(mpOrtant ntan9 p e cu tura Property)s

held on the 15th to lhe 17th of December ln

l136,llvhen a long rain caused fann ne and

epldenn cs throu9hoJtthe nat on′ th s festival

has started to save oeople Th s fest val has

been held every yearslnce Helan per od(the

12th century)as one ofthe Japanese repre―

sentat ve cerer∩ ony: ln thls fest va′ the de ty

of Wakamiya s esと orted to the detached

shr ne ca‖ ed″ο′θ♭1,わοt and he ls escorted

again to hls d、″e llg shr ne (Seη ο々―ρο―g′′

Kan1/ο―ρο―gめ The traditlona1 9rand procession

and traditional perfOrming arts that have

been passed doヽ″n since Helan per od are

oflered in Otabな ho sai cerernony

‐

ハ

¨

釉

ダ、
1

春
日
大
社
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
千
三
百
年
前
、
奈
良
に
都
が
で
き
た

頃
、
日
本
の
国
の
繁
栄
と
国
民
の
幸
せ
を
願
っ
て
、
遠
く
鹿
島
神
官
か
ら

武
甕
槌
命
様
を
、
神
山
御
蓋
山
の
出
頂
浮
雲
峰
に
お
迎
え
し
、
や
が
て

天
平
の
文
化
幸
や
か
な
る
神
護
景
雲
二
年

（セ
六
ё

、
十
一月
九
日
、
中

腹
と
な
る
今
の
地
に
壮
麗
な
社
殿
を
造
営
し
て
香
取
神
宮
か
ら
経
滓
主

命
様
、
ま
た
枚
岡
神
社
か
ら
天
児
屋
根
命
様

・
比
売
神
様
の
尊
い
神
々

様
を
お
招
き
し
、
併
せ
お
祀
り
申
し
上
げ
た
の
が
当
社
の
始
ま
り
で
す
。

御
祭
神
で
あ
る
武
甕
槌
命
様

・
経
滓
主
命
様
は
、
日
本
の
国
を
秩

序
あ
る
国
に
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
神
々
と
交
渉
さ
れ
、
平
和
裡
に
治

め
ら
れ
た
ご
功
績
あ
る
神
様
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
天
児
屋
根
命
様
は

神
事
と
政
治
を
守
り
導
か
れ
る
神
様
と
し
て
、
比
売
神
様
は
天
児
屋
根

命
様
の
妃
神
で
平
和
と
愛
の
神
様
と
し
て
お
祀
り
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
霊

験
を
仰
ぎ
御
加
護
を
頂
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
四
柱
の
神
々
様
は
、

そ
れ
ぞ
れ
端
正
な
春
日
造
の
御
本
殿

（国
宝
）
に
鎮
座
さ
れ
て
お
り
、
最

も
尊
崇
す
べ
き
神
々
と
し
て
春
日
皇
大
神
と
申
し
上
げ
、
ま
た
、
春
日

四
所
明
神
、
春
日
大
明
神
と
も
申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

御
創
建
以
来
当
社
は
、
千
古
の
森
の
中
に
朱
の
柱
、
白
い
壁
、
そ
し
て

自
然
の
檜
皮
屋
根
の
本
殿

・
社
殿
が
往
古
と
変
わ
ら
ぬ
壮
一麗
で
瑞
々
し

い
お
姿
で
鎮
ま
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
一
）れ
は
、
一
一十
年
毎
に
斎
行
さ
れ
る

式
年
造
替
と
い
う
制
度
に
よ
り
、
社
殿
の
御
修
繕
、
御
調
度
の
新
調
、

祭
儀
の
厳
修
に
よ
り
日
本
人
の
命
と
信
仰
が
逹
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
か
ら
で
す
。
一
）れ
に
よ
り
、
清
々
し
く
も
尊
厳
あ
る
気
が
境
内
に
満

ち
、
神
様
の
広
大
無
辺
な
る
お
力
や
有
り
難
さ
が
し
み
じ
み
と
感
じ
ら

れ
る
名
社
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
三
十
に
及
ぶ

春
日
の
御
分
社
、
奉
納
さ
れ
た
三
千
基
の
燈
籠
は
、
そ
の
厚
い
信
仰
の
広

が
り
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
今
日
も
昔
と
変
わ
ら
ず
、
毎
日
朝
夕
の
神
事
の
御
奉
仕
を
始

め
、
年
間
一千
余
程
に
も
及
ぶ
お
祭
り
が
行
わ
れ
、
日
本
の
国
は
も
と
よ

り
、
世
界
の
平
和
、
萬
民
の
幸
福
、
そ
し
て
共
存
共
栄
を
祈
り
続
け
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

the main sanctuary

The Shr ne′ or 9ina‖ y constructed in the pr r‐ eval

forest′ stands unchanged wに h vermei pl ars′ whtte

、′vaned bui dlngs and cypress― bark roく)ftops Struc―

tura‖ y sty st c and timeless since lt,foundat on

Once every 20 years′ the Shrlne bu dings are

restored Fittin9s are updated and str ct,sacred′

ritual ceremonies are held and passed dollvn to

blessthe renovat ons The Shr ne prぐ cinct is n‖ ed

with a c ear atmosphere and d19n iy There are

about 3′ 000 Kasu9a Sh‖ nes n Japan¬ ne numberof

3′ 000 1anterns is dedicated in the shi ne precinct

Th s reinforces the de ties of K..suga and isヽ ″idely

accepted throu‐ lhout the nation

Kasu9a Taisha llves on′ encompass n9 values and

trad tions′ customs and rtua s thatst‖ play a partin

everyday liね in Japan tstands′ s mp eand umeess

o■q由 n9a sanCtuary for those valuln9 the richness

ofthe past cOnnect n9 us17/ith today

瘍
若

宮

十
二
月
十
五
日
～
十
八
日
に
執
行
さ
れ
る
春
日
若
宮
お
ん

祭

（童
妥
無
形
民
俗
文
化
財
）
は
、
≡

量
ハ
年
折
り
か
ら
の

長
雨
の
た
め
全
国
に
疫
病
や
飢
饉
が
蔓
延
し
、
こ
れ
を
鎮
め
る

た
め
に
始
や
ら
れ
た
祭
典
で
、
平
安
時
代
よ
り
現
在
に
至
る

ま
で
絶
え
る
こ
と
な
く
奉
仕
さ
れ
続
け
て
い
る
、
日
本
を
代
表

す
る
お
祭
の
一
つ
で
す
。
こ
の
お
祭
は
神
様
が
本
殿
か
ら
御
旅

所
に
お
遷
り
に
な
り
、
再
び
お
還
り
に
な
る
古
代
の
祭
を
伝
え

る
遷
幸

・
還
幸
の
儀
や
幸
や
か
な
時
代
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
お
渡
り
式
を
は
じ
め
、
平
安
朝
以
来
の
貴
重
な
芸
能
が

数
多
く
演
じ
ら
れ
る
御
旅
所
祭
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

瘍
夫
婦
大
国
社

日
本
で
唯

一
、
ご
夫
婦
の
大

国
様
を
お
祀
り
し
た
お
社
で
、

夫
婦
円
満
、
縁
結
び
の
神
様
と

し
て
称
え
ら
れ
、
古
く
よ
り
篤

い
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
お
社
は
女
大
国
様
の
持
っ
て

お
ら
れ
る
甲
福
杓
子
に
あ
や
か
っ

た
杓
子
に
祈
願
を
記
し
、
奉
納

す
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。



紀伊神社
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y  
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新薬師寺

/

/
御本社にお鎮まりになる神様のほかにも あわせて六十一社の摂社・末社をお祀りしています。
どちらの神様も、それぞれに広大無辺の御神徳を有せられますが、殊に下記の信仰があります。

／

句

―

三 輪 神 社 Mma」 i可 a

子供の無事成長を祈る

兵 主 神 社 HyOZu」 可a

勝負事を祈る

南 宮 神 社 Nangu」 i可 a
金運・財運を祈る

広 瀬 神 社 HiЮ梵」i可 a

衣食住の御守護を祈る

葛 城 神 社 Katsung Ji可 a
一願戌就を祈る

〆
〆

ξ

―十八所神社 Sattuhお ShOJ tta
正しい勇気と力を授けてくださる事を祈る

佐良気神社 Sanke JI可 a
商売贅盛・交渉成立を祈る

宗 像 神 社 Munakaa J tta
諸芸上逹を祈る

紀 伊 神 社 Юi」 i可 a
生きる力を与えてくださる事を祈る

金 龍 神 社 粕nり u」 i可 a
金運・財運開運を祈る

祓 戸 神 社 Hanedo JI可 a
罪・続れをお祓いして〈ださる事を祈る

船 戸 神 社 Funado Ji可 a
交通安全を祈る

総 宮 神 社 Sogu Jl可 a
住居・建物のイ多P守護を祈る

一言主神社 Hlok∝ontthljtta
一願戌就と善恙の判断を祈る

水 谷 神 社 Mttuyaり 1可 a
病気平癒無病息災を祈る

j nia lノ′ly´ s qute un que toJapanese(u ture Thereis no equ雨 a ent translalon′ but t strans ated bythe Eng ish word′ 'sh‖ ne・ when ne(essary
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